
ＪＡ静岡経済連の令和６年度機構改編について
令和５年産米食味ランキング発表

本県産「にこまる」、「きぬむすめ」が「特Ａ」を獲得
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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

経済連情報

▲第44回静岡県中晩生柑橘品評会

▲東京都内の商業施設で静岡いちごの消費宣伝を実施
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main
topics
メイントピックス

Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
の

　

令
和
６
年
度

�

機
構
改
編
に
つ
い
て

③
西
部
畜
産
セ
ン
タ
ー

　

西
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
「
経
済

連
畜
産
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更
し
、
県
下
の

畜
産
セ
ン
タ
ー
業
務
を
統
括
し
ま
す
。

④
東
部
畜
産
セ
ン
タ
ー

　

東
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
「
経
済

連
畜
産
セ
ン
タ
ー
」
に
移
管
し
ま
す
。

　

な
お
、
旧
東
部
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
経
済

連
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
東
部
駐
在
を
配
置
し

ま
す
。

　

沼
津
市
の
東
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
所
の

業
務
を
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
に
移
管
し
ま

す
。
な
お
、
東
部
事
業
所
内
に
同
課
の
東

部
駐
在
を
配
置
し
ま
す
。

②
建
設
部

　

建
設
部
を
廃
止
し
、
所
管
す
る
建
設
課
、

一
級
建
築
士
事
務
所
を
く
ら
し
支
援
部
に

移
管
す
る
と
と
も
に
、
建
設
課
を
「
資
産

活
用
課
」
に
名
称
変
更
し
ま
す
。

２
．名
称
変
更
及
び
業
務
を
移
管
す
る
部
署

①
東
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
所

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

令
和
６
年
度
は
、「
Ｊ
Ａ
静
岡
２
か
年
計

画
」
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
計
画
の
着
実

な
実
践
と
そ
の
成
果
が
求
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
次
期
３
か
年
計
画
の
樹
立
の
年
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、現
行
の
機
構
を
基
本
に
、次

期
計
画
の
樹
立
を
見
据
え
、
本
会
の
経
営

状
況
に
即
し
た
体
制
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強

化
を
目
的
に
機
構
改
編
を
実
施
し
ま
す
。

Ⅱ  

機
構
改
編
の
内
容

１
．
新
設
す
る
部
署

①
シ
ス
テ
ム
開
発
グ
ル
ー
プ

　

企
画
管
理
課
内
に
、
令
和
８
年
度
の
静

岡
県
食
肉
セ
ン
タ
ー
新
設
に
向
け
た
業
務

シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
を
目
的
と
し
た
「
シ

ス
テ
ム
開
発
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
し
ま
す
。

②
袋
井
連
合
倉
庫

　

食
糧
課
の
配
下
に
、
共
同
計
算
米
の
保

管
を
行
う
な
ど
、
県
下
Ｊ
Ａ
の
農
業
倉
庫

事
業
を
補
完
す
る
た
め「
袋
井
連
合
倉
庫
」

を
新
設
し
ま
す
。
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main topics

の
「
特
Ａ
」
評
価
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
産
地
で
は
、
新
潟
・
魚
沼
「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」、山
形
の「
つ
や
姫
」、北
海
道
の「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
な
ど
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
米
も

同
じ
く
「
特
Ａ
」
評
価
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。Ⅲ  「

き
ぬ
む
す
め
」「
に
こ
ま
る
」

に
つ
い
て

１
．
き
ぬ
む
す
め

　
「
き
ぬ
む
す
め
」
は
粒
が
大
き
く
粘
り

が
あ
り
、
炊
き
上
が
り
の
白
さ
と
ツ
ヤ
、

ふ
っ
く
ら
と
し
た
食
感
が
特
徴
で
す
。
本

会
商
品
で
あ
る
本
県
産
「
き
ぬ
む
す
め
」

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
静
岡
大
学
の
学
生
が
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

２
．
に
こ
ま
る

　
「
に
こ
ま
る
」
は
も
ち
も
ち
と
し
た
食

感
と
強
い
粘
り
が
あ
り
、
ふ
っ
く
ら
と
し

た
炊
き
上
が
り
で
冷
め
て
も
硬
く
な
り
に

く
い
の
が
特
徴
。
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど

お
い
し
く
、
米
粒
が
丸
々
と
し
て
張
り
の

あ
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ⅳ  

お
わ
り
に

　

令
和
５
年
産
米
は
、
夏
場
の
猛
暑
や
少

Ⅰ  

は
じ
め
に

　

日
本
穀
物
検
定
協
会
は
２
月
29
日
、
令

和
５
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

し
ま
し
た
。
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
は
同

協
会
が
良
質
な
米
作
り
の
推
進
と
消
費
拡

大
を
目
的
に
昭
和
46
年
か
ら
毎
年
発
表
し

て
い
る
も
の
で
、
外
観
や
味
、
粘
り
な
ど

の
６
項
目
の
審
査
に
よ
り「
特
Ａ
」、「
Ａ
」、

「`

Ａ
」、「
Ｂ
」、「`

Ｂ
」
の
５
段
階
で
格

付
け
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
産
米
は
、
道
府
県
か
ら
選
出

さ
れ
た
１
４
４
産
地
品
種
に
つ
い
て
食
味

官
能
試
験
を
行
い
、
前
年
の
40
を
上
回
る

43
銘
柄
が
最
高
位
の
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し

ま
し
た
。

Ⅱ  

静
岡
県
産
米
の
結
果

　

本
県
か
ら
は
５
銘
柄
を
選
出
し
、東
部
・

西
部
地
区
の
「
き
ぬ
む
す
め
」
と
西
部
地

区
の
「
に
こ
ま
る
」
が
「
特
Ａ
」
評
価
、「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
と
中
部
地
区
の
「
き
ぬ
む
す

め
」
が
「
Ａ
」
評
価
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

本
県
産
「
き
ぬ
む
す
め
」
は
３
年
ぶ
り
、

西
部
地
区
の
「
に
こ
ま
る
」
は
６
年
連
続

問
い
合
わ
せ
先

・・
食
糧
部　

食
糧
課

　

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
７
３
７

雨
な
ど
の
影
響
で
難
し
い
栽
培
環
境
と

な
っ
た
中
、
い
ず
れ
の
品
種
も
高
温
に
強

い
特
性
を
活
か
し
た
適
切
な
栽
培
管
理
と

生
産
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
結
果
に
つ
な

が
り
本
県
か
ら
選
出
し
た
銘
柄
は
い
ず
れ

も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
引
き
続
き
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
の

皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
、
県
産
米
の
消
費

拡
大
に
取
り
組
み
、
生
産
者
の
所
得
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
産
米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

�

本
県
産「
に
こ
ま
る
」、「
き
ぬ
む
す
め
」が「
特
Ａ
」を
獲
得
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topics & news

し
た
。
県
食
と
農
の
振
興
課
は
、
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
現
に
向
け
た

施
策
展
開
に
つ
い
て
、
ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
水
稲
雑
草
抑
制
や
衛
星
画
像
の

Ａ
Ｉ
解
析
を
活
用
し
た
土
壌
診
断
な
ど
の

事
例
を
紹
介
し
、
有
機
農
業
の
拡
大
と
慣

行
栽
培
か
ら
の
転
換
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
病
害

虫
防
除
や
多
収
品
種
の
栽
培
技
術
な
ど
に

つ
い
て
今
年
度
の
各
産
地
で
の
取
組
課
題

と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
ら
の
報
告
事
項
は
次
の
と
お
り

１
月
31
日
、
静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員

会
（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
静
岡

市
葵
区
の
静
岡
県
庁
で
、
第
58
回
静
岡
県

貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
に
お
い
て
上
位
入
賞

し
た
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
川
勝
平
太
静
岡
県
知

事
、
森
貴
志
副
知
事
ら
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

贈
呈
し
た
ミ
カ
ン
は
最
高
位
と
な
る
農
林

水
産
大
臣
賞
を
２
年
連
続
で
受
賞
し
た
髙

橋
誠
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）
の
ミ
カ
ン
。

贈
呈
式
に
は
髙
橋
さ
ん
の
他
、
品
評
会
で

上
位
に
入
賞
し
た
倉
田
辰
夫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

と
ぴ
あ
浜
松
）、杉
山
忠
夫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
と

ぴ
あ
浜
松
）、石
倉
健
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊

豆
）、
清
水
一
則
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）

と
同
委
員
会
の
森
田
能
正
委
員
長
ら
役
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

髙
橋
さ
ん
は
「
今
年
は
夏
場
の
暑
さ
な

ど
で
難
し
い
栽
培
環
境
だ
っ
た
が
、
糖
度

が
高
く
良
い
ミ
カ
ン
が
で
き
た
、
静
岡
の

美
味
し
い
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
ぜ
ひ
食
べ
て
欲

し
い
」
と
話
し
、
川
勝
知
事
は
「
生
産
者

の
努
力
で
高
品
質
な
ミ
カ
ン
が
収
穫
で
き

た
こ
と
は
県

の
誇
り
。
生
産

コ
ス
ト
が
上

が
っ
て
い
る

が
、
県
と
し
て

も
生
産
者
を

支
え
ら
れ
る

よ
う
協
力
し

た
い
」
と
応
え

ま
し
た
。

静
岡
の
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
Ｐ
Ｒ

品
評
会
受
賞
の
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
県
知
事
に
贈
呈

静
岡
県
産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会

（
事
務
局
：
生
産
振
興
開
発
課
）
は
１
月
30

日
、
県
農
業
会
館
で
令
和
５
年
度
静
岡
県

産
官
学
技
術
交
流
事
業
報
告
会
を
開
催
し
、

Ｊ
Ａ
、
県
、
大
学
な
ど
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

を
含
め
て
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
研
究
会
は
、
産
官
学
技
術
交
流
を
推

進
す
る
組
織
と
し
て
、
本
県
産
地
の
活
力

増
強
を
目
的
に
平
成
20
年
に
発
足
。
新
技

術
の
開
発
と
現
地
で
の
実
証
、
営
農
技
術

情
報
の
収
集
と
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

報
告
会
で
は
、
県
と
Ｊ
Ａ
か
ら
産
地
の

課
題
と
解
決
に
向
け
た
現
地
試
験
、
取
り

組
み
の
結
果
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま

産
地
の
課
題
解
決

産
官
学
技
術
交
流
事
業
報
告
会

▲講演のようす

▲川勝知事への贈呈

▲森副知事への贈呈 ▲川勝知事と懇談する生産者ら

①�
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の
赤
し
そ
栽
培
と
コ
ガ

ネ
ム
シ
対
策
に
つ
い
て
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中

央
）

②�

耕
種
作
物
に
お
け
る
課
題
と
現
地
試
験

の
報
告
～
水
稲
及
び
ダ
イ
ズ
新
品
種
に

お
け
る
現
地
適
応
性
の
確
認
～
（
Ｊ
Ａ

遠
州
中
央
）

③�

さ
つ
ま
い
も
の
安
定
栽
培
及
び
貯
蔵
技

術
の
確
立
に
向
け
て
（
Ｊ
Ａ
大
井
川
）

④�

令
和
５
年
度
サ
ツ
マ
イ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト　

品
質
・
収
量
向
上
に
向
け
て
（
Ｊ

Ａ
遠
州
中
央
）

⑤�

富
士
し
き
み
に
発
生
す
る
病
害
虫
調
査

に
つ
い
て
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

⑥�

水
稲
栽
培
に
お
け
る
ノ
ン
コ
ー
ト
肥
料

試
験
（
Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
）

Keizairen ┃ 0304　　┃ Keizairen



topics & news

第44回 静岡県中晩生柑橘品評会優秀賞受賞者

品種 特別賞 JA名 氏名

不知火 農林水産省関東農政局長賞 JAしみず 望月孝芳

はるみ 静岡県知事賞 JA大井川 伊藤茂樹

ポンカン 静岡県経済産業部長賞 JAしみず 西ヶ谷悦子

甘夏
日本園芸農業協同組合連合会
会長賞

JAしみず 杉山昌巳

果実分析（糖度・酸度）の結果

はるみ 不知火 甘夏 ポンカン

糖度
最高 14.7 17.2 12.4 13.9

平均 13.0 14.4 11.0 12.5

酸度 平均 1.16 1.48 1.61 0.93

（単位：度）

各
品
種
の
糖
度
、・
酸
度
の
結
果
と
優
秀

賞
受
賞
者
は
表
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

静
岡
県
柑
橘
振
興
基
金
協
会
と
柑
橘
果

樹
課
は
２
月
15
日
、
県
農
業
会
館
で
「
第

44
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会
」
を
開

き
ま
し
た
。

生
産
者
の
栽
培
技
術
向
上
が
目
的
で
、

県
内
９
Ｊ
Ａ
か
ら
「
は
る
み
」
75
点
、「
不

知
火
」
43
点
、「
甘
夏
」
69
点
、「
ポ
ン
カ

ン
」
57
点
の
計
２
４
４
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ

ン
タ
ー
の
松
浦
英
之
セ
ン
タ
ー
長
が
審
査

長
を
務
め
、
県
や
市
場
の
担
当
者
、
消
費

者
代
表
ら
18
人
が
形
状
な
ど
の
外
観
と
糖

度
、
酸
度
や
食
味
を
審
査
し
ま
し
た
。
な

お
、
ポ
ン
カ
ン
の
審
査
は
１
月
16
日
に
行

い
ま
し
た
。（
本
誌
２
月
号
に
掲
載
）

流
通
開
発
課
は
１
月
25
日
、
県
農
業
会

館
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
向
け
た
県
産
農
産

物
の
輸
出
推
進
と
し
て
、
同
国
に
日
本
式

の
高
級
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
す

る
㈱
明
治
屋
と
農
畜
産
物
の
輸
出
事
業
を

行
う
Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
、

Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア

㈱
の
担
当
者
へ
商
品
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

ミ
カ
ン
、
レ
タ
ス
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
青

果
物
や
茶
、
米
、
飲
料
商
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

し
た
他
、
海
外
の
消
費
者
が
手
に
取
り
や

す
い
イ
チ
ゴ
の
少
量
パ
ッ
ク
な
ど
を
提
案

し
ま
し
た
。

ま
た
、
26
日
に
は
Ｊ
Ａ
大
井
川
の
イ
チ

ゴ
ほ
場
と
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｅ�

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｗ
Ａ
の
視
察
巡
回
も
行
い
ま
し
た
。

県
産
農
産
物
輸
出
の
取
り
組
み

輸
出
関
係
企
業
へ
商
品
提

案
会
を
実
施

栽
培
技
術
向
上
の
た
め
に

第
44
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会

▲優秀賞の展示

▲出品物の品質を確認する審査員ら▲
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topics & news

流
通
開
発
課
は
２
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
大
井

川
園
芸
協
議
会
苺
部
会
と
連
携
し
、
県
内

で
初
め
て
台
湾
に
向
け
て
県
産
イ
チ
ゴ
の

主
力
品
種
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と
「
き
ら
ぴ
香
」

３
２
０
パ
ッ
ク
を
出
荷
し
ま
し
た
。

日
本
の
イ
チ
ゴ
は
海
外
に
お
い
て
も
人

気
が
高
く
、
本
県
産
の
イ
チ
ゴ
は
東
ア
ジ

ア
や
米
国
な
ど
を
中
心
に
同
課
が
輸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
へ
の
輸
出
に
向
け
た

取
組
は
３
年
前
か
ら
始
ま
り
、
Ｊ
Ａ
大
井

川
と
生
産
者
が
協
力
、
国
、
県
な
ど
の
関

係
機
関
や
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

の
連
携
の
も
と
、
台
湾
の
残
留
農
薬
基
準

に
則
し
た
産
地
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。今

年
度
は
天
敵
（
生
物
農
薬
）
を
利
用

し
て
ダ
ニ
の
発
生
を
抑
え
る
な
ど
の
Ｉ
Ｐ

Ｍ
（
総
合
的
病
害
虫
・
雑
草
管
理
）
に
取

り
組
み
、
現
地
と
国
内
の
両
検
査
機
関
で

基
準
を
ク
リ
ア
し
た
こ
と
か
ら
、
県
内
で

初
め
て
台
湾
へ
の
出
荷
が
実
現
し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
の
農
産
物
集
出
荷
場
で
は
、
計
５

回
の
集
荷
で
、
約
４
０
０
キ
ロ
の
イ
チ
ゴ

の
輸
出
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

営
業
部
の
鈴
木
久
義
部
長
は
「
輸
出
を

始
め
ら
れ
た
の
は
生
産
者
の
努
力
の
お
か

げ
。今
後
も
様
々
な
農
産
物
を
輸
出
し
、生

産
者
の
所
得
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

県
産
農
産
物
の
輸
出
拡
大
へ

静
岡
い
ち
ご
を
台
湾
へ
初
出
荷

日
本
最
大
規
模
の
花
の
展
覧
会

第
72
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

関
東
東
海
地
域
１
都
11
県
と
花
き
関
係

６
団
体
は
１
月
25
日
か
ら
28
日
の
４
日
間
、

東
京
都
豊
島
区
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

文
化
会
館
で
「
第
72
回
関
東
東
海
花
の
展

覧
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
消
費
者
の
花
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
消
費
拡
大

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
品
評
会
や
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

品
評
会
で
は
、
バ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
全
10
部
門
に
１
５
３
１
点
が
出
品

さ
れ
、
品
質
や
商
品
性
を
審
査
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
１
７
０
点
が
出
品
さ
れ
、
金

賞
10
点
、
銀
賞
22
点
、
銅
賞
21
点
が
入
賞

し
ま
し
た
。

県
内
金
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
も
し
く
は
市

町
村
名
と
品
種
名
）。

▲集出荷場で出荷の準備を進めるJA担当者と同課の箕浦秀紀課長補佐▲

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
門

金
２
席　

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞

　

田
村　

俊
宣
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
シ
ャ
ン
ソ
ン
）

金
３
席　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

　

�

田
村　

雅
代
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
カ
ル
ミ
ナ
ク

ラ
ラ
）

バ
ラ
部
門

金
２
席　

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞

　

浅
野　

勝
央
（
Ｊ
Ａ
大
井
川
・
チ
ア
フ
ル
）

一
般
切
花
部
門

金
２
席　

農
林
水
産
省
農
産
局
長
賞

　
�

伊
藤　

敏
幸
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
・
ガ
ー
ベ
ラ

「
ペ
ル
シ
ク
ケ
ー
キ
」）

金
３
席　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

　

�

鈴
木　

顕
一
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
キ
ン
ギ
ョ
ソ

ウ
「
雪
姫
」）

金
４
席　

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
長
賞

　

�

渡
邉　

勇
暁
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
・
ト
ル
コ
ギ
キ

ョ
ウ
「
セ
レ
ブ
ク
リ
ス
タ
ル
」）

金
５
席　

静
岡
県
知
事
賞

　

�

鈴
木　

秀
平
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
・
ス
イ
ト
ピ

ー
「
グ
レ
ー
ス
」）

一
般
鉢
物
部
門

金
５
席　

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
長
賞

　

�

大
川　

和
也
（
三
島
市
・
プ
リ
ム
ラ
「
富
士
桜
」）

枝
物
部
門

金
６
席　

日
本
花
き
生
産
協
会
長
賞

　

�

野
澤　

良
行
（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜
松
・
ユ
ー
カ
リ

「
丸
葉
ユ
ー
カ
リ
」）

花
苗
部
門

金
７
席　

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
長
賞

　

�

中
村　

和
明
（
沼
津
市
・
オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ

ム
「
ア
キ
ラ�

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
」）

Keizairen ┃ 0506　　┃ Keizairen
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▲テレビ静岡「ただいまテレビ」番組放送のようす▲

べ
比
べ
が
で
き
る
試
食
品
を
配
布
し
、
静

岡
い
ち
ご
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ト
が
東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
番
組
で
は
、

イ
チ
ゴ
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え

て
静
岡
い
ち
ご
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
２
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
、

東
京
都
江
東
区
の
商
業
施
設
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
東
京
プ
ラ
ザ
」
で
静
岡
い
ち
ご
の

特
設
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

静
岡
い
ち
ご
の
消
費
拡
大
や
認
知
度
向

上
が
目
的
で
、
同
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
「
台

場
い
ち
ご
祭
」
の
開
催
に
合
わ
せ
、
静
岡

い
ち
ご
の
ポ
ス
タ
ー
を
入
口
や
館
内
に
掲

出
し
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
イ
チ
ゴ
の
販
売
会
や
静

岡
い
ち
ご
が
当
た
る
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
初
日
の

３
日
に
は「
静
岡
い
ち
ご
娘
」が
買
い
物
客

に
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
と
「
き
ら
ぴ
香
」
の
食

静
岡
県
い
ち
ご
協
議
会
（
事
務
局
：
野

菜
花
卉
課
）
は
静
岡
い
ち
ご
の
消
費
拡
大

の
た
め
、「
静
岡
い
ち
ご
娘
」
の
メ
デ
ィ
ア

出
演
に
よ
る
静
岡
い
ち
ご
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

１
月
25
日
に
は
、
テ
レ
ビ
番
組
「
た
だ

い
ま
テ
レ
ビ
」（
月
～
金
曜
16
時
50
分
か
ら

テ
レ
ビ
静
岡
で
放
送
）
に
出
演
。
静
岡
生

ま
れ
の
「
章
姫
」、「
紅
ほ
っ
ぺ
」、「
き
ら

ぴ
香
」
の
３
品
種
を
紹
介
し
、
ス
タ
ジ
オ

で
食
べ
比
べ
を
し
ま
し
た
。

１
月
28
日
は
、
静
岡
い
ち
ご
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る
池
田
美
優

（
み
ち
ょ
ぱ
）
さ
ん
が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
務
め
る
ラ
ジ
オ
番
組
「#

み
ち
ょ
パ
ラ
」

（
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
）
の
公
開
収
録
イ
ベ
ン

静
岡
い
ち
ご
の
消
費
宣
伝

東
京
都
内
の
商
業
施
設
で

静
岡
い
ち
ご
特
設
ブ
ー
ス
を
出
展

静
岡
い
ち
ご
娘
が
P
R

テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
番
組
で
静
岡
い
ち
ご
を
P
R

▲ニッポン放送「＃みちょパラ」公開収録のようす
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作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします
作物・産地・営農・技術・資材などの
情報をお届けします 営 農 支 援 だより

▲花菜ポット▲花芽前進紙製ポット

▼グラフ−１　近年の気温と降水量（静岡地方気象台データより）

▼グラフ−2〜5　時期別　ポットの違いによる培地温度の比較（農林技術研究所データより）

　

紙
ポ
ッ
ト
の
特
徴
は
、
紙
が
水
分
を

持
つ
こ
と
で
蒸
散
気
化
熱
の
作
用
に
よ

り
ポ
ッ
ト
表
面
の
温
度
を
下
げ
同
様
に

地
温
が
上
昇
し
難
く
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
比
較
的
導
入
コ
ス
ト
の

安
い
紙
ポ
ッ
ト
の
紹
介
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
比
べ
て
導
入
コ
ス
ト

は
か
か
り
ま
す
が
、
花
芽
分
化
が
５
～
７

日
程
度
早
ま
る
事
を
考
慮
す
れ
ば
収
穫

開
始
時
期
も
10
日
程
度
早
く
な
る
の
で

コ
ス
ト
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

三  

花
芽
分
化
を
早
め
る
ポ
イ
ン
ト

　

花
芽
分
化
時
期
の
９
月
上
中
旬
の
紙

ポ
ッ
ト
表
面
が
乾
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に

観
察
し
、
潅
水
回
数
を
増
や
す
な
ど
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ッ
ト

を
並
べ
る
時
に
間
隔
を
開
け
て
風
通
し

を
良
く
す
る
事
で
蒸
散
効
率
を
上
げ
る

事
が
で
き
、
花
芽
分
化
を
早
め
る
事
に

繋
が
り
ま
す
。

　

健
全
な
根
を
張
ら
せ
る
事
と
花
芽
分

化
を
早
め
る
事
で
年
内
収
量
を
確
保
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
野
菜
花
卉
課　

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　

渥
美
忠
行
）

い
ち
ご
の
育
苗
を
考
え
る

一 
は
じ
め
に

近
年
、
い
ち
ご
の
育
苗
期
の
高
温
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ-

１
）

気
温
の
上
昇
と
共
に
ポ
ッ
ト
内
の
地

温
も
上
昇
し
根
の
発
根
不
良
や
根
傷
み

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
９
月
の
気
温
も
下
が
り
に

く
く
高
温
で
推
移
し
て
い
る
為
、
花
芽

　

花
芽
分
化
促
進
の
為
に
導
入
さ
れ
て

い
る
紙
ポ
ッ
ト
を
利
用
し
た
育
苗
が
ポ

リ
ポ
ッ
ト
で
の
育
苗
と
比
較
し
て
地
温

を
下
げ
る
事
が
可
能
で
あ
る
（
グ
ラ
フ

−
２
～
５
）

　

グ
ラ
フ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
気

温
の
上
昇
と
共
に
地
温
も
上
昇
し
ま
す

が
、
８
月
中
旬
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
の
地
温

が
35
℃
前
後
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

紙
ポ
ッ
ト
の
地
温
は
30
℃
程
度
で
止
ま

っ
て
い
ま
す
。
時
期
に
も
よ
り
ま
す
が
、

２
～
５
℃
程
低
く
な
っ
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

分
化
が
遅
れ
て
し
ま
い
年
内
出
荷
量
の

減
少
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
令
和
５
年
は
残
暑
が
厳
し
く
過

去
１
番
遅
い
花
芽
分
化
と
な
り
、
普
通

ポ
ッ
ト
育
苗
し
た
も
の
も
10
月
に
な
っ

て
花
芽
分
化
し
た
も
の
が
増
加
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
年
末
ギ
リ
ギ
リ
の
出

荷
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

二 

　 

健
全
な
根
を
張
ら
せ
る
た
め
の

育
苗
方
法
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流通開発課からのお知らせ流通開発課からのお知らせ

直営焼肉店「駿府の肉処　静岡そだち」

JAタウンしずおか『手しお屋』

・公式LINEアカウントを開設
　２月より「駿府の肉処�静岡そだち」公式LINEアカウント

を開設しました。キャンペーンやクーポンなどのお得な情報

を配信、LNEからのご予約も承ります。さらに、新たに友だ

ち追加をされたお客様に「特選和牛静岡そだち」30gをプレ

ゼント！この機会にぜひご利用ください。

※�公式アプリは２月末で終了となりましたので、LINEアカウ

ントへの移行をお願いします。

・ セルフオーダーシステムを導入！タッチパネル
で注文可能に

　２月中旬より全席にセルフオーダーシステムを導入しまし

た。タッチパネルからお好きなメニューを注文いただけます。

・支払方法の変更について
　POSレジの変更に伴い、バーコード決済が対応不可となり

ますが、新たに交通系ICとiDでの決済が可能となりました。

・JA遠州夢咲「待ってたトマト」
　JAタウンのオリジナルテレビ番組、TOKYO�MX「JAタウンPresents�“お

いしい日本”をいただきます！」でJA遠州夢咲の「待ってたトマト」を

特集しました。掛川市の生産者・石谷文紀さんが番組に出演しトマト作

りのこだわりを紹介。リポーターを務めたタレントの根本凪さんは、実

際にトマト苗の定植を行い生産者の作業を体験しました。

　静岡朝日テレビ「とびっきり！しずおか土曜版」（２月24日放送）で

も特集を放送。番組では、収穫したばかりのトマトと生産者おすすめの

食べ方として数日追熟させたトマトを食べ比べし、味の変化を紹介しま

した。JA遠州夢咲の「待ってたトマト」は５月中旬まで販売予定です。

・JAふじ伊豆（御殿場地区）「干し芋」
　テレビ静岡「ただいま！テレビ」（２月22日放送）でJAふじ伊豆御殿

場地区の「紅はるかの干し芋」を特集しました。番組では、同JA地区

営農課・根上尚士さんが出演し、お笑い芸人の�にむら�あつとさんに芋

の貯蔵から干し芋製造工程を紹介。産地の干し芋づくりへのこだわりを

PRしました。JAふじ伊豆の「紅はるかの干し芋」は３月末までの販売

予定です。

インターネット通販サイトJAタウン「しずおか『手しお屋』」の認知拡大と、取扱商品について各
産地の取り組みや商品特徴を消費者にPRするため、テレビ番組で特集を放送しました。

LINE友だち追加
はこちら

JAタウンしずおか「手しお屋」　
ページはこちら

▲

検索しずおか手しお屋
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生産･事業推進に役立つ情報が満載!!

●イントラから利用できます。

担当：営農総合対策部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の概況を
掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー（手順）
を掲載しています。分析の際はコチラから！

トマト、いちご、レタスの各産地から寄せら
れた生育・出荷状況を掲載しています。

経済連肥薬通信３月号
経済連コンサルタントによる技術情報

更
新

営農ナビ 文字が大きく見やすくなってリニューアルしました！

農産物安全分析センター

産 地 情 勢（ 青 果 ）

経済連肥薬通信

販 売 情 報

県内
JA限定

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部�食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレ
ビ番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11
回放送）に協賛し、県産米のPRを行っています。
　令和５年度の第10回目（２月17日）の放送では、お笑い芸
人のモグライダーが掛川市と菊川市から「掛川コシヒカリ」
を紹介しました。「掛川コシヒカリ」は、強い粘りと噛みしめ
るほどに広がるうま味と甘みが特徴のコシヒカリです。
　番組では、JA掛川市の生産者、平尾正康さんがビデオメッ
セージで出演し、「掛川コシヒカリ」をPRしました。
　また、JA掛川市のファーマーズマーケット「新鮮安心市場�
さすが市」も紹介しました。
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キャラバン隊
活動報告

キャラバン隊活動報告

ふれあいから学ぶ
接客研修

ふれあいから学ぶ接客研修

　人事教育課は、令和５年10月から令和６年１月にかけて「令
和５年度営業・接客研修（キャラバン隊）」を実施し、本会
２年目の職員６人が参加しました。研修は、本会が運営する
外食販売事業所「駿府の肉処　静岡そだち」での接客研修と
KADODE OOIGAWA、Ａコープ店舗での静岡コシヒカリ「静岡
そだち」の試食販売や静岡市中央卸売市場での農産物販売を計
２日間行いました。
　人と人との距離が遠くなっているといわれる今の時代にお客
様とふれあい、言葉を交わすことが接客の基礎・基本であると
改めて感じる研修となりました。

場所：静岡市中央卸売市場（静岡市葵区）

く
ら
し
支
援
部
　
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

大
塚
　
雄
太

場所：静岡市中央卸売市場（静岡市葵区）

畜
産
部
　
畜
産
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

岡
本
　
康
生

場所：静岡市中央卸売市場（静岡市葵区）

生
産
資
材
部
　
肥
料
農
薬
課

興
津
　
美
佑

場所：KADODE OOIGAWA（島田市）

畜
産
部
　
畜
産
課

岩
﨑
　
遥
夏

場所：KADODE OOIGAWA（島田市）

建
設
部
　
一
級
建
築
士
事
務
所

市
川
　
歩

場所：Ａコープ引佐店（浜松市浜名区）

西
部
支
所
　
西
部
み
か
ん
園
芸
課

藤
川
　
俊
朔
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JA
静
岡
経
済
連

担当：みかん園芸部　野菜花卉課（TEL：054-284-9714）
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http://jashizuoka-keizairen.net　

E-m
ail:keizairen@

kei.ja-shizuoka.or.jp 

きらぴ香
宝石のような輝きと甘さ際立つフルー

ティーな香りが特徴。

みずみずしく口当たりなめらかな静岡いち

ごの至高の一粒

紅ほっぺ
大粒果実に甘みとコクが織りなす絶妙なバ

ランス

鮮やかな紅色と適度な酸味・コクが特徴の

静岡いちごの代表格


